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煙火製造用としそ沸壷可能な伸易鬼気火花感皮紋放線を就作した｡･この装昏良三走の筒先エI- iI′イ r.
i)レギJを持 つコンテンヰ二の喝荷を昇丘トラシスに通して少量の火剤 削こ高電圧火花放喝を

行い,鉄幹の発火の有無を調べるものであり,試料の電気火花感度が起爆薬程度か愚薬亜皮で

あるかを容易に判定することができる｡この装農を用いて各種火薬類の電気火花感度を求める

と共に従来の装置を用いた喝気火花感度との朗係を調べた｡

1. 措 首

火薬類の事故の中には静奄朱に起因するものがあ

り.その対束としては人体及び装庇のアースをとる等

喝気火花の発生防止に重点が置かれてきた｡

一九 火薬類を製造し,あるいは取り扱う場合,革

新こその感庇を把超し,感度に応じた事故防止対栄を

とること,が極めて重要である｡また,この感度自体火

:薬類の性質を示す重要な-指標であるム

しかし,火薬類の電気火花感度を衝撃感皮等から類

推することはできないため,満足する必要があるが,

屯気火花に付する火薬類の感度軸定法はJIS に制定され

ていない｡火薬学会規格♭25 に規定されてい声が,鍾
火材料こ対して適しているとは宮い難く,現状におい

て,全ての遠火製造業者が学会規格の電気火花感度朝

廷装置を保有することは望めない｡内外を通じて発表

されている回路はコンデンサーに高圧た充電されたエ

ネルギーを直凍的に火花とするものであって.トラン

スで昇圧する方式は安全･簡単であるのた殆ど党費が■ヽ
ない,oI)

丁一このため,広く燈火製造業者が保有することができ

るように,軽B,.小数 安価で簡単な操作で火薬類の

庵気火花感皮を女封土判定できる｢簡易尾気火花感度拭

験算｣を開発した｡
2.試 作

経済性及び操作性を重視し,高尾圧火花放電の一次

入力エネJレギーを一定とした｡また,任意の場所で測

定ができるように,電源は乾電池とした｡ただし,交

託を並流して用いてもよい｡回蕗図をF垣.1に示す｡

旬源としては,006 P電池2個を直列とし,ほほ18V

を札 ノミナル4,700pF のコンデンサーに充旬し,ス

イッチ切替えでバイク用点火コイル2)(ヤマハ2J N型又

は5MO 型)の一次倒(I.7の) に一挙に通奄し,二次側

(7.2kE2. 7H)に発生する高電圧を電極間鯨に砕く｡P]

隙は2m mとする｡通奄用スイッチは既製品(オムロン

X10D Gマイクロスイッチ)を採用した｡その接点金属
の融点条件は重要であるJ)｡接点保姓用 0.22pF コンデ

ンサーは.電紀即ち磁束の時問的変化を大にするため

にも欠くことができない｡

就料の粉末は,極板(SUS 厚蔵)上にまとめて山型に

盛り,その中央に上部針型奄極を定く,或いは埋め

る｡薬丑は耳抜き一杯を反位～10mg) がよい｡敦末を

バラ′くラにおくと伝火しないので判定できない｡ま

たJあまり多いと必要以上に大きな炎が発生する｡高

圧側回路に高抵抗分圧券を挿入し電圧を鯛足した｡

Fig.2 に示す｡トリシネ-トでl細 音的変動が見られ,
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ublestarch)のための屯撃印加において

安全と称する200J と比戟するに大差があり,本装置による危険は無いといってよ

かろう｡6.括 清掃単な操作で火薬類の感度を判定

できる軽丑.小数 安価な｢怖易電気火花感度銑鼓等｣を開発した｡特
称ま,一定のエネルギーを有する電気火花を用いて火

薬類の感度を判定する方式である｡また,こ

の装置を用いて細 煙火材料等の感度を判定すると共に,当社のコンデンサー直接放屯武装

庇で潤走した喝気火花感度(発火エネルギー)と比戟した｡ 文 献l)

長山征悦,水島容二郎:工火誌21390(1960)2)JISD5121(1980) 自動車用イグニッションコイル

3)熊谷克夫:応用物理20,191(195 1)4)中野島倍:エ火誌26265(1965)5)
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